
技術分類

技術名称 BIM/CIM・ARによる維持管理支援 担当部署 福岡支店

NETIS登録番号 担当者 副島真一

社名等 日本工営株式会社 電話番号 092-475-7131

技術の概要

国の機関　 ０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　

構造物維持管理の点検業務においては、現場で記録したメモおよび写真等を基に変状図を作成する作
業が重要な部分を占めています。この作業においては、記録・写真撮影場所を失念することがしばしば
発生し、特にGPSの届かない屋内作業においてはそれを補間する術がないため、結果の整理に手間が
発生していました。
また次回以降の点検では、前回の点検結果が記載されている変状図を持参し、現場と照合させて前回
との差分を確認する作業を行うこととなります。その際、照合箇所の特定作業や、今回撮影する写真の
アングルを前回と同一にするための調整作業に時間を要していました。

・ウェアラブル端末「Microsoft HoloLens」を用いて、構造物の変状写真・動画撮影、および音声メモの記
録を行うと同時に、それらの取得位置情報をAR表示させます。
・変状データを蓄積するサーバは、持ち運び可能なものを用いています。
・別途取得した構造物点群データもしくは作成したBIM/CIMモデルを、上記取得データと重ね合わせるこ
とにより、3次元変状図の作成が可能です。
・3次元変状図には、変状に関連した書類（建設施工時の品質管理記録、過年度の点検記録等）をリンク
させることが可能です。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

・写真およびメモの記録と位置情報取得を同時に行うため、結果を整理する手間が軽減されます。
・持ち運び可能なサーバーを用いるため、電源・通信環境を現場に構築する必要はありません。
・2次元図面を基準とした変状図に比べ、3次元変状図を作成することにより、現場を訪れたことの無い職
員でも現場状況の概要把握が可能となり、維持管理関係者同士の合意形成促進に寄与します。
・3次元変状図において関連書類をリンクさせることにより、書類検索の手間を軽減することができます。
・次回点検時も記録がAR表示されるため、変状の捜索および写真アングル調整が容易となります。

４．技術の適用範囲

・既設構造物の点検作業（初回および2回目以降）から結果整理まで。竣工図面が現存しない構造物で
も適用可能。

２．技術の内容

５．活用実績

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

※別紙２



６．写真・図・表




